
■日時： 令和４年７月３１日（日）１０：３０より ■場所：中台球技場 ■天候：快晴
■審判： 主審；関谷　副審；吉井、菊地
■主旨：

　　　　
1 前半 0
0 後半 1
1 合計 1
5 PK 4

■得点： SALVATORE（金子雄大　１点：前半９分）、ネビュラ（河原祐太　１点：後半7分）
警告：ネビュラ（郡司一輝）

位置 背番号 位置 背番号 備考
GK 12 長谷川 大詞 GK 1 久保木 恒太
DF 19 辻 将史 DF 16 河原 大地
DF 5 松村 俊介 DF 40 久保木 悠太
DF 11 佐川 靖 DF 22 戸村 恵介
DF 14 高橋 雄介 DF 18 大久保 貴一
MF 4 鈴木 健太郎 MF 9 斎藤 裕志
MF 16 渥美 遼一 MF 14 山下 拓海
MF 7 木下 広翔 MF 17 坂本 力哉
MF 18 金子 雄大 MF 11 河原 祐太
FW 10 久川 大地 FW 4 土子 駿平
FW 9 渡辺 尚輝 FW 10 郡司 一輝

1 山田 工 30 笠井 昭一 5 藤村　圭祐
28 金田 辰也 34 斎藤　健志
16 佐藤 有記 8 本宮　和輝
15 笠井 航介

ＳＵＢ

１　ネビュラSALVATORE　1

名前

（優勝）

名前備考

審判団

令和４年度　成田市社会人チャンピオンシップ

ＳＵＢ

前年度の1部リーグ優勝チームとトーナメント大会優勝チームとが対戦する文字通り成田ナンバー１を決め
る大会。令和３年度社会人リーグ戦優勝チーム【ネビュラ】とトーナメント大会優勝チーム【SALVATORE】と
の対決となりました。昨年度同カード対決となりました。

優勝　SALVATORE 準優勝　ネビュラ





実施年度 備考
2 1 AMJドミンゴ
2 1 成田キッカーズ

第2回 平成7年度 成田キッカーズ 5 対 0 AMJガンナーズ H 6 リーグ(ガンナーズ)、SS杯・選手権（NK)
- - 成田FC
- - FC TOMISATO

第4回 平成9年度 記録確認中 - 対 - 記録確認中 H 8 リーグ・SS杯・選手権(NK)
第5回 平成10年度 成田キッカーズ 2 対 0 サボターズ H 9 リーグ・SS杯(NK)、選手権(サボターズ)
第6回 平成11年度 ALF成田コンドル 1 対 0 NSCフェニックス H10 リーグ(NSC)、SS杯・選手権(ALF)
第7回 平成12年度 ALF成田コンドル 2勝 対 H11 リーグ(NK)、SS杯(ALF)、選手権(NFC)
第8回 平成13年度 H12リーグ（アイリッヒ）、SS杯/選手権杯（NFC）
第9回 平成14年度 NK 2 対 1 アギラス H13 リーグ(NK)・SS杯（NK・アギラス）
第10回 平成15年度 H14 リーグ(NSC)・SS杯（NK・NFC・サボターズ・ガンナーズ）

第11回 平成16年度 H15 リーグ(オフサイド)・選手権(記録無し)
第12回 平成17年度 ALF成田コンドル 4 対 2 栄ハーバーライツ H16 リーグ(栄)・選手権(ALF成田コンドル)
第13回 平成18年度 FCオクトパス 4 対 1 成田キッカーズ H17 リーグ(NK)・選手権(オクトパス)
第14回 平成19年度 栄ハーバーライツ 5 対 0 成田キッカーズ H18 リーグ(NK)・選手権(栄)

ACT OUT JFC 4 対 2 栄ハーバーライツ H19 リーグ・選手権(オクトパス)、リーグ2位(ACT)

※H19両大会優勝のオクトパスがリーグ脱退のため、選手権2位の栄HBRTとリーグ2位ACTとの対戦となった

第16回 平成21年度 ACT OUT JFC 4 対 4 成田選抜 H20 リーグ(ACT)・選手権(未開催)
第17回 平成22年度 FORZA 3 対 0 ACT OUT JFC H21 リーグ(ACT)・選手権(FORZA)
第18回 平成23年度 玉造SC 3 対 0 FORZA H22 リーグ・選手権（玉造)・リーグ2位(FORZA)
第19回 平成24年度 玉造SC 2 対 0 FORZA H23 リーグ・選手権（FORZA)・リーグ2位(玉造)
第20回 平成25年度 玉造SC 8 対 7 FORZA H24 リーグ・選手権2位（玉造)・リーグ・選手権優勝(FORZA)

第21回 平成26年度 玉造SC 3 対 0 SALVATORE H25 リーグ・選手権1位（玉造)・リーグ2位(SALVATORE)

第22回 平成27年度 ルーキーズ 1（5） 対 1（4） 玉造SC H26 リーグ(玉造SC)・選手権(ルーキーズ)
第23回 平成28年度 ルーキーズ 3（5） 対 3（4） SALVATORE H27 リーグ(玉ルーキーズ)・選手権(SALBATORE)
第24回 平成29年度 玉造SC 5 対 3 FORZA H28 リーグ(ACT)・選手権(FORZA)
第25回 平成30年度 ACT OUT JFC 3 対 1 SALVATORE H29 リーグ(SALVATORE)・選手権(ACT OUT JFC)
第26回 令和元年度 規定違反により王座不在 3 対 1 栄ハーバーライツ H30 リーグ・選手権(栄ハーバーライツ)・リーグ２位(玉造SC)

第27回 令和２年度 栄ハーバーライツ 2 対 0 SPORT BOYS NARITA R1リーグ・選手権(栄ハーバーライツ)・リーグ２位(SPORT)

第28回 令和３年度 ネビュラ 6 対 1 SALVATORE R2リーグ(ネビュラ)・リーグ2位(SALVATORE)

第29回 令和４年度 SALVATORE （5）１ 対 1（4） ネビュラ R3リーグ（ネビュラ）・選手権(SALVATORE)

　

　　　　　　　■連覇はならなかったが、やはり手強かったネビュラ・イレブン

H 7 リーグ(NK)、SS杯（TOMISATO）、選手権（NFC）

NFC：1勝1敗、NK:2敗

平成6年度 SSFC 対

第15回 平成20年度

記録確認中

第3回 平成8年度 成田キッカーズ 対

大会実施記録確認中
大会実施記録確認中

大会実施記録確認中

■昨年大会の雪辱を果たして、ＳＡＬＶＡＴＯＲＥが初の栄冠をつかむ

成田市（社会人）チャンピオンシップ・歴代優勝チーム

SALVATOREが延長PK戦の死闘の末、初の成田地区社会人No1になる

■成田市社会人最強チーム決定大会として平成６年に第１回大会を開催し今年度で29回目（大会記録不
明年含む）。初期はAMJガンナーズ（現ガンナーズ）や成田キッカーズ(NK)の黄金時代、平成11年か
らペルー軍団ALF成田コンドルが参戦、NKとの熾烈な戦いが記憶に残る。平成15年代から栄ハーバー
ライツやFCオクトパス、ACT OUT JFCが台頭、平成20年代になると玉造SCとFORZAの2強対決、
平成27年度からルーキーズとSALVATOREが加わった。近年は27回大会で栄ハーバーライツの返り
咲き、28回大会で新鋭ネビュラが王座についている。今年度大会は5度目の挑戦になるSALVATORE
と常勝ネビュラの昨年と同カードとなりました。

優勝 対戦相手

第1回
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